
大東 町における子 どもの健 康管理に関 する調 査

一 乳 幼 妃 の 養育 者 の 事 故 に 対 す る 知 識 と 予 防 につ い て 一

澤 田和 美， 奥 野 順 子， 州 口 千 鶴， 石川 眞 里 子， 日 沼 千 尋

要 旨：大東 町に荏 住する 就学前の 子 ども を持つ 全世帯 を対象に、 子 どもの経験 した事 故、 家庭

で 行ってい る事故 予防の ための 安全対策、 応急処 置の知 識、 母 親の育 児負 担感 に関する 調査 を

行 っ た。 有 効 回答 は 遂６２ 世 帯、 乳 幼 児 ６５５ 名 で あ り、 子 ども の 事 故 経 験 や 事 故 内 容、 養 育 者の

応 急処置の 知識 は他地域 で行わ れた調査結 果と同 様の緒 果であっ た。 ま た、 事 故内容の うち転

倒 転落の安 全対策 を実施 している 母親の 子 ども は、 転倒 転落事 故の経 験がない 者が有意 に多 か

っ た。 一 方、 育 児 負 担 感 を 感 じ て い る 母 親 は 安 全 対 策 を 実 施 し て い な い 者 が 多 く、 さ ら に 子 ど

もの事故 経験が有意に多かった。

Ｉ、 は じ め に

近年、 我が国は先進国の中で子 どもの 「不

慮 の事故」 による死亡の多いこと が指摘さ れ

て いる。 平 成 １０ 年 度 の 死 因 順 位 でみ る と 不

慮 の 事 故 が Ｏ 歳 で は ４ 位、 ユ ～ 雀 歳、 ５～ ９

歳、！０～至４ 歳の 年 齢 階 級 で は１ 位 で あっ た。

同 年度の！～４歳の不慮の 事故 による 死亡 数

４４１ 名、 死 亡 総 数 の ２５．８％を 占 め てい た。 さ

ら に 不慮 の 事 故 の 死 亡 率 ９．３（人 口 １０ 万 対）

で あ っ た。 昭 和 ４９ 年 にお ける 夏 ～４ 歳 の 死

亡 率 ３９ と 比 較 す る と 低 下 して い る が、 欧 米

諸 国に比べて不慮の事故による死亡 率は高い。

ま た、 入院に到る事故や外来受 診する事故発

生 率 は ほ と ん ど変 化 して い な いｌｌ。

こ れに対 して、 厚生省心身障害者研 究 「地

域・家庭 環境の小 蝿に対 する 影響 等 に関する

研 究」 及び 「生活環境が子 どもの健康や心 身

の 発 達 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 研 究」に お い て、

「小児 の事故とその予防に関する研究」 が行

わ れて き た。 こ の 緒 果 か ら、 小 児 の 不 慮 の 事

故 による死亡 率は減少 しているものの事故の

発 生 は 潜在 的 に 多 く、 ユ ～ ４ 歳 の 死 亡 １ 件 に

対 して 発 生 は約 ３００，ＯＯＯ 件 で あ り、 医 療 機 関

へ の 受 診 が ３，６００ 件、 家 庭 で 遜 置 が １００，ＯＯＯ

件、 無 処 置 で経 過 観 察 が ユ９０，ＯＯＯ 件 あ る と 推

測 さ れ てい る ・〕。 ま た、 事 故 は そ の 他 の 疾 病

と同様に、 子 ども の正常 な発達や行動パター

ン を 理 解 して 的 確 に 対 応す る こ と に よ り 予 防

可 能 で あ る こ と も 明 ら か にさ れ て いる 引。

子 ども は 運 動 能 力、 認 知 能力 の 発 達、 ま た

生 活 行 動 範 囲 の 拡 大 に よっ て、 事 故 は 種 類 と

頻度が変化するこ とが考えられ、 従来の国民

動 態 統 計 の 年 齢 階 級 は Ｏ 歳、 ユ ～ 遂 歳、 ５ ～

９ 歳、 ユＯ～１４ 歳 で は 頻 発 す る 事 故 の 種 類 を

反 映 しに く い こ と が 予測 さ れる。

また、 子 どもの事 故発生 と家庭内の生活環

境 要因、 いわゆる 事故多 発児な ど子ども側の

要因、 養育者の知 識な ど養育 者側の要因との

関 連 を 検 討 した 研 究 は 散 見 さ れ る ｌｊが、 養 育

者の養育態度や心理 状態 との関連はほとん ど

検討されていない。 親の養育態 度や育児負担

の 感 じ方、 ライ フ ス タ イ ル な どは、 近 年 大 き

く 変 わ っ て き て お り、 親の 内 的側 面 や 社 会 的

状況な どが子 どもの 事故と関連 している事が

予 測 さ れる。

そこで本研究では、 小学 校入 学前の乳幼妃

を対象に、 小児の生活行動範囲 を考慮 して年

齢 階層 を 生 後 ２ ～ ７ ヶ 月、 ８ ヶ 月 ～ １ 歳、 ２

～ ３ 歳、 遂 ～ ６ 歳 に して、 家 庭 で 発 生 する 事

故 実態 と、 予 防 対 策、 応 急 手 当 の 知 識 と 親 の

育児負 担感との関連を検討するものである。
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Ｉ． 研 究 目 的

静岡県大東 町に居住する 就学前の乳幼児 が

経験 した事故 件数、 および事故予防のための

家庭での安全 対策 について、 生活行動範囲を

考 慮 した 年 齢 階級 で 明 ら か に す る。 さ ら に、

養育者の事故 時の対 腿や応 急処置の知識を明

らかに して、 乳幼児の事故 予防対策の基礎資

料 と す る。 ま た、 事 故 経 験 や 安 全 対 策、 家 庭

での養育状況や母親の育児負担感 との関連を

明らかにして、 事故発生の 背景 にある 要因を

解 明 する。

㎜． 研 究 方 法

ユ． 対 象

平成 王２ 年 ７月 現在の住民台帳を基に、 静

岡県 大東町に荏住 する 平成６年４月２ 臼生～

王２ 年 ６ 月 ３０ 日 生 の 乳 幼 児 １２７８ 名、 及 びこ

れら の 乳 幼 児 のい る 全 世 帯９５王を 対 象 と した。

２． 調 査 期 間

平 成 １２ 年 ９ 月 ７ 日 に 発送 し、 １１ 月 ３０ 日

までの回収分 を分析対象 とした。

３． 調 査 項 目

①乳幼堀の 経験 した事 故の有無と事故内容

（転 倒 ・ 転 落
、

窒 息、 誤 飲、 熱 傷
、

溺 水
、

交

通 事 故、 はさ ん だ・切 っ た の ７項 目 に分 類）、

②乳幼児の安全対策 （事故内容７ 項目と基本

的な安全対策）、 ③ 事故や応急処置の知識（田

中 ９７）引、 ④ 家 庭 で の 養 育 状 況 や 母 親 の 育 児

負 担 感、 ⑤ 事 故 の 経 験 か ら 思 っ た こ と に 関す

る 自 由 記 載、 ⑥ 世 帯 ・ 往 居 状 況 で あ っ た。 そ

のうち② 乳幼 堀の安全対策は生活行動範囲を

申 心 に発 達 段 階 を 考 慮 して 引、 ２ ～ ７ ヶ 月 児

「自 力 で 移 動 が 可 能 に な る ま で の 時 期」、 ８

ヶ月 ～１歳児 「ハイハイ や歩行により移動が

始まる 時期」、 ２～３ 歳鬼 「自我 や知的 好奇

心が強く な り行動 範囲 が広 がる 時期」、 ４ ～

６歳児 「幼稚園な ど家庭外 での集 団生活が営

ま れる 時期」 の年齢階級 に分けた質 問紙を用

いた。 （資料参照）

４． 調 査 方 法

調 査 用 紙 は 日本 語 で、記 入 は 母 親 に 依 頼 し、

世 帯 ご と に ア ンケ ー ト 調 査 を 行 っ た。 複 数 の

妃がいる場合 は乳幼 堀一人ずつを対象に①乳

幼児の経験 した事故②家庭で 行っ ている 安全

対策について尋ね、 ③事故や応 急処置の知 識

④家 庭での養育状況や母親の育児負担感⑤ 事

故 の 経 験 か ら 思 っ た こ と は、 世 帯 ごと に尋 ね

た。 ア ン ケー ト用 紙 は 各 世 帯 ごと に郵 送 に て

配布 し、 受 取 人 払 い 郵送 法 で 回 収 した。

５、 分 析 方 法

調査内容のう ち①乳幼児の経験 した事故の

件数及 び内容 ②家 庭で行っ ている安全対策③

事故や応急処 置の知 識につ いては、 全対象で

集計 した。 ④ 家庭 での養育 状況や母親の育児

負 担 感 に つ い ては、 母親 が 記 入 し た 回 答 の み

を 集 計 した。 な お、 ② 安 全 対 策の う ち、 「手

の届 か な い と こ ろ にお い て い ま す か」 と い う

質問枝 に対する 回 答を 「置 いてい る」 「置い

て い な い」 と した た め、 回 答 の 意 味 を 逆 に 捉

え た 可 能 性 が あ り、 こ の 文 が入 っ た 質 問 枝 は

分析 か ら 除 外 した。

本 稿 で は、 経 験 した 事 故 の 有無 と 内 容、 安

全 対 策、 安 全 対 策 と 事 故 の 有 無 の 関 連、 事 故

や応急 処置 の知識、 母親の育児負担感、 安全

対策と母親 の育児負 担感との関連、 事故の 有

無と母親の 育児負 担感との関連を検討 した。

分 析 は 統 計 パ ッケ ー ジＳＰＳＳ王Ｏｊ を使 崩 し た。

ｌＶ
．

結 果

王一 対 象 の 背 景

４６３ 世 帯 か ら 回 収 さ れ た。 こ の う ち 無 効

回 答 が １ 世 帯 で あ り、 分 析 対 象 は ４６２ 泄 帯 で

あっ た。 転居１些世帯（該当乳幼児ユ６名）を除

い た 回 収 率 は ４９．４ ％で あ っ た。 乳 幼 児 ６５５

名 分 （内 訳 生 後 ２ ～ ７ ヶ 月 ４７ 名、 ８ ケ 月 ～

１ 歳 ユ２９ 名
、

２ ～ ３ 歳 ２０８ 名
、 ４ ～ ６ 歳 ２７１

名） の回答 が得られた。

家 族 数、 母 親 の 年 齢、 有 職 者 率、 住 居 形 態、

居 住 環 境 は 表 １ の 通 り で あ っ た。 乎 ども の 主

な 養 育 者 は、 母 親 ３８０ 名（８２，３鶉）、 母 親 と そ

の 他 の 養 育 者 ４０ 名（８．７％）、 母 親 以 外 の 養 育

者 の 世 帯 は ３．９％
、

不 明 ２４ 名 （５
．
２鶏） で

、 詳 細

は 表 ユ に 示 した。

回 答 の 記 入 は 母 親 と 指 定 し た もの の、 実 際

の 記 入 者 は 母 親 ４２６ 名（９２．２繁）、 父 親 ５ 名

（ユ．Ｏ兇）
、

祖 母 １ 名 （Ｏ
．
２％）

、
母 親 と 父 親 ３ 名、
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主 事 胃
咋４６２

表 １
．

対象の背景

母親の就業
咋４６２

母親の年齢
晴４６２

（平 均 ３２．６歳）

家族数
ｎζ４６２

（平 均 ５．２人）

回答者の居住期間
ｎζ４６２

住居形態
ｎ；４６２

居住環境
帳４６２

母
母親とその他

祖母
祖父母あるいは祖父母とその他
無回答

就業
無職おまび未記入

１７－１９ 歳

２０－２９ 歳

３０－３９ 歳

４０－４６ 歳

無回答

２－３人

４－６人

７－９人

１０－ Ｈ 人

無回答

生まれたときから

転居後

その他

無回答

乎屋一戸建て
２階以上の一戸建て

集合住毫
無回答

住宅地
工業地

商業地
農業地
その他

無回答

２０隼以上

柵一１９年

ト９隼
４年以下

不明

３８０ 冊

４０

．３

５

２４

η９ 人

２８３

２ 人

Ｈ２

２９７

３６

１５

７７ 世帯

２６４

柵５

３

て３

１１６ 人

１２

４５

１０１

１４２

３

３９

４

５９ 世帯

３．６

７８

９

２３２ 世 帯

５

１４

１８６

て４

Ｈ

８２．３％

８
．
７％

２
．
８％

１
．
て％

５
．
２％

３８
，７％

６１
．
３％

０
，
４％

２４
．
２％

６４
．
３％

７．８％

３．２％

つ６
．
７％

５７
．
て％

２２
．
７％

０
．
６％

２
，
８％

２５
。
て％

２．６％

９
．
７％

２１
．
９％

３０
．
７％

Ｏ
．
６％

８
．
４％

０
．
９％

１２
．
８％

６８
．
４％

１６
．
９％

て
。
９％

５０．２％

て
．
、％

３
．
Ｏ％

４０
．
３％

３
．
０％

２．４％

２～７ケ月 一一一¶ １
口 経 験なし

８ケ月 ～１歳

２～３歳

４ ～６歳

一麗瞳１

＿ ㌻燃濠瀦牽碑一灘

黎 ２

ζ
．
三 ３

麗４～９回

｝Ｏ以上

目 回 数 無 回 答

５０ 司００ 司５０ ２００ ２５０

人数

図１．年 齢階層 別 事故 経験
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転落転働

２～ ７ヶ 月

表 ２． 安 全 対 策

お 子さ んをベットに 寝 か せる場 合、
ベットの棚１ま 幻 ずていま すか

。

ツファー やテー ブルな どの 圭に お子さんを寝 か せる場 合
、

お子さん から目を離さない

まう１：して い ま す が。

お 子さんをうツクやベビー カーなどに 秦紺 た 場合、圏 定ベ ルトはしめていま すが。

豪 遂 菟髪 閤 圭 段一人数 下葦量 耗

Ｌ、つ も 蒔 々 して
ｏ 一

している している
して いな

いな い
無国 答 該 巻 娃

２４ ２ ２ １ １ １７

５１ １ ｛ ３ 奉
一
３ ２

．
１ ２ １ ３竃 ２

１３ ２ ０ ０ ０ ３２

２フ
ー
フ 耳 ３ ０

，
Ｏ Ｏ

．
Ｏ Ｏ ０ ６８．１

３５ ３ ４ ４ １ ０

７斗
、
５ 偉

，
４ ８

－
５ ８

－
５ ２ １ ０ ０圭 冒坐

三匿塞纂蓬轟芒王三円王張臼弓

は

尊～６歳

ん だ・七

肪月 刈 歳

窓 の預珀やベランダに 錯み 含となるようなものを 蓬いて あります か
。

お 子さんに 渇り台 やプラン茗、鉄 棒な ど遊臭 の正 しい 遊 び方を教 えてい豪 すか。

嵩 いところから飛 び降りるなど、お 子さんが 危 狡な 遊びをしな いように 注 意して いますか。

った

愛 章 のテ ーブルクロスが 動 かない ような 対繁 をしています か
。

ざアや 饒 が バタンと蘭家らな いような 対 繁をしてい豪 ずか。

テーブ ル や蒙 纂 の篤 に はお 子さん が１予がをしないような効 繁蓉して い豪業 か．

お 予さんが 犬な どの動 物 に 猶まれ ないまうに濠 意してい叢常 か。

２３ ｛｛ フ０ １６６ １ ０

８
，
５ ４

．
｛ ２５

．
８ ６１ ３ ０

－
４ ０

．
Ｏ

７９ ｛３７ ４８ ５ ２ ０

２９
，
２ ５０ 宿 １フ

．
７ １ 葛 Ｏ ？ Ｏ Ｏ

１０３ 司３９ ２５ ３ １ ０

３８
－
０ ５１ ３ ９ ２ １

．
１ ０ 斗 Ｏ Ｏ

１８ ２ ５ ８ １ ９５

１噂
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４～６歳 ドアや 簾 が バタンと閉まらな いような対 蒙をしてい豪 すか右

６９ 盾１ ９５ 尋５ １ ０

２５
．
５ ２２ ５ ３５ ｛ １ ６ ６ ０

．
尋 Ｏ Ｏ

嚢急

２ ～フケ月

８ケ月 ～ 臓

お 予 さ ん の 敷 き、；、と ん は か た め の も の に し て い ま す カ、吉

お 子さんをうつ，ｓ；せ で寝 か姓 た 爵、 お子さん の縁 子 に凌 意して いま嘗 か
。

授蓼Ｌ後１まゲップさ絃 たりして 乳 汁を吐 かないように 気をつけて います が。

お 子さんの しているよだ れ かけ のひもなぎは
、首 がし誌らないまうに 気をつけ てい豪貧 か。

お 矛さんのしてい るよだ れカ、けなど のひ毛は 菖 がしまらなし、ように気 を二）｛ナて います か古

お 子さん が食 べる物 は の どにつ かえないように 注 慧していま 玄か。
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…呉飲

２川３歳
お 子さん が飴ヨ≡やピー ナッツな どの 蓬類、こんにゃくゼリーなどを窪 べるときは

議家らな い丞う１こ注 鴬していま すか。

１１６ 璋暑 ３６ ３ ５ ０

５５…≡ ２３一オ １？３ １尋 ２葦 ＯＯ

熱傷

２～７ケ月

お 芋さんにミル クを飲 蓉せる 椥：、ミルクが 適潟 かどうか 鍵 かめ てい家す か凸

お 子さんを入 浴させる 場倉、
湧の 濡 蟹 が適 濠 かどうか 確 かめて い蓉す か。

お子さんを機っこしている 蒔
、

あ なた が黙 い物 を食べ たり、飲 んだりします か。

刺ナどの陳 因くアイロン やポットなど）１こな るもの がお 子さんの そぱ に置 いてありま すが。

３４ ２ ０ ０ ０ １１

フ２
，
３ 卓 ３ ０

」
竈 Ｏ Ｇ Ｏ ０ ２ ３ ４

４１ 毒 事 ヨ Ｏ Ｏ

置７
．
２ ９ ５ ２ 司 童 葦 Ｏ Ｏ Ｏ

，
Ｏ

０ ７ 篶 望９ ０ ０

０ ０ 仙
一
９ ２３ 璋 奮１ ？ ｏ ｏ ｏ

．
ｏ

司 ９ 璋 華２ ０ ０

２ 司 ｏ
．
ｏ 竃

．
葦 葛 聾

．
章 ｏ ｏ ｏ

．
ｏ

葦薫薫亭捧圭
１３６ 堵竈 竈暮 望０ １ ０

ストーブや アイロン、
ポット、炊 飯 器など はお等さん がさ杉 れ ないようにしてい 豪す か

。
５０ ２ １ フ 箒 童彗

．
｛ ７ 尋 ０ ４ ０ ０

４～６歳
２３９ 皇６ 童 ０ １ ３

花 火 で遊、ｓ：場 会、お 亭さん のそ ぱで安 全 な滋 び方害教 えてい蓉 す か
。 葛葛 ２ 繧 竃 ｏ

．
フ ｏ ｏ ｏ ４ １ １
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溺水

２ ～フケ月 お 亭さんの 汰享養や入 浴 中 は冒 を離さな いようにしていま すが
。

い つ 毛 蒔 々 して
ロ ー

していな 無 墾 答 該 当せ
している して いる い なＬ、

蝸 Ｏ １ Ｏ Ｏ ０

９フ ９ ０
．
０ ２ １ ０

，
Ｏ ｛〕 Ｏ Ｏ Ｏ

圭１轟嚢〆葦菱詳
４～ 臓 お 亭さんが プー 浴や」ｌｌ、池、溝 で遊 ぶ 場合、そ ばで 安金 を磯言忍してい ますか

。

２４２ ２０ ３ ０ ２ 司

８９
－
３ フ

．
４ １ １ ０

．
Ｏ ０ ７ １

．
５

交逮安全

２～ ７ケ 月 お 子さん を自 動 車に桑 せ る場 台、チャイルドシートは 装着 していま すが。
３５ ５ ２ ５ ０ ０

７ξ
．
５ １ ０ ６ 奪

、
３ １ ０ ６ ０

．
Ｏ Ｏ Ｏ

三窒塗章幸蕪圭
卑 ～６歳

お子さんを §動 到こ桑 せる場 合
、チャイルドシートは装 瀞 こしてむ、蒙 すか

。

お子さんを菌 転 事 に相 桑りさせる場 合、幼 児 座蒲 の ベルトはしめて い叢ず か。

お 子さん が自牽云 割こ乗る 場含、 安金 な桑り浴を教 えてい蒙亨 か。

お 子さんに｛蓄号 の菟 方（意 縁）などの 交通 ル ールを 教えてい ます か。

１フ｛ ４８ ，９ ２フ ４ ２

６ ３ ｛ ヨ フ
．
７ フ

．
０ １ ０ ０ １

，
５ ０ フ

６５ ３１ ２６ 刷 ４ 「０４

２角
一
０ １１

一
華 ９

，
５ １ ５ ヨ 司

．
５ ３ 葛 耳

１６９ フ３ 冒 、 ４ １５

竃２－４ ２５纈 ３３ ０尋 １５ ５５

１５６ １０７ ４ ｛ ３ ０

５７
．
６ ３９ ５ 「 ５ ０

．
４ １

．
司 Ｏ Ｏ

蓬漆

２ ～７ケ 月

お毛ち ゃ伸ベビ ー用 晶 の 安金 修髪 確認してい蒙業 か。

お 子さん を家 に一 人 にして 塵が けることが碗り黍 すか。

お 予さんを箪 の 亭に 一人 きＬ月こすることカ｛あり表す か
。

２３ ｛竃 ４ ｊ Ｏ Ｏ

考９ ９ ４０
．
４ ８

，
５ ２

．
１ ０ ０ ０ ０

０ ５ ５ ３７ ０ ０

０ ０ 、 〇
一
６ １ ０ ６ ７８ ７ ０

，
Ｏ Ｏ

．
Ｏ

０ ５ １考 ２冒 Ｏ Ｏ

Ｏ ０ １ ０
，
６ ２９

．
…≡ ５９ ６ ０ ０ ０

，
Ｏ

㍗‡４ユ
４ 川６歳

おもちゃや 遊 臭 の寮 全 性を確 認しています か。

お子さん の 遊ぶ 湯 所 は安 全を 彊認しています か
。

お乎さんを象 に 一 人にして 辻 かけること淋 あります か。

お 子さんを章 の 中 に一 人きりに することがあり蓉す か
。

５６ １３２ ７５ ５ ３ ０

２０一フ ４竃７ ２７フ １９ １１ ００

１０７ １３１ ３１ ０ ２ ０

３ ９ ５ 華 ８ ３ １１ ４ ０
．
Ｏ Ｏ フ Ｏ

，
Ｏ

３ ２９ ６７ １６９ ３ ０

１ ， １ ０
－
７ ２ ４

－
７ ６ ２

－
４ １ １ ０ ０

０ ２９ １、、 １２唐 ３ ０

００ １０７ ４｛０ ４７２ １１ ００
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祖 父 母 と 父 母 ユ 名（Ｏ．２％）、 不 明 ２６ 名（５．６％）

で あ っ た。

２． 乳幼児の事故経験と安全対策

１） 乳幼児の年齢階級別事故経験

医 者 の 手 当 を 受 け たり、 病 院 に は か か ら な

かったが大きなけ がや事故の経 験ありと固答

し て い る ２ ～ ７ ヶ 月 児 で は ８
．５％ で あ り

、 ８

ヶ 月 ～ 王 歳 児 で は ２６．遂％、 ２ ～ ３ 歳 児 で は

４３．８％、
４ ～ ６ 歳 児 で は 雀６．９％ と 高 率 で あ っ

た。 事 故 回 数 は 図 王 の と お り で、 最 大 回 数 は、

２ ～ ７ ヶ月 児 で は ５ 固、 ８ ヶ 月 ～ 王 歳児 で は

７ 回、 ２ ～ ３ 歳 児 で は 王３ 回、 ４ ～ ６ 歳児 で

は ６ 固 で、 頻 回 に 事 故 を 起 こ し て いる 子 ども

が い る こ と が 明 ら か にな っ た。 ま た、 事 故 内

容 で は、 転 落 ・ 転 倒
、

は さ ん だ ・ 切 っ た
、

熱

傷、 誤 飲 の 順 で 多 か っ た。

２） 家庭で行っている安全対策 （表２）

事 故 内 容 で み る と、 「転 倒 ・ 転 落」 の 安 全

対 策 に つ い て は、 「時 々 し て い る」 を 含 め て

「し て い る」 は ８０％以 上 が実 施 し て い た。 し

か し、 項 目 ごと で は、 階段 や 玄 関 な ど段 差 か

ら の 転 落 予 防 に つ い て は８ ヶ 月 ～ 王 歳 児 で は

５２％、 ２ ～ ３ 歳児 で は ３６％で 共 に 低 か っ た。

「は さ ん だ、 切 っ た」 の 安 全 対 策 は、 ８ ヶ

月 ～五歳児で「動物に噛ま れない対策」が８０％

近 いが、 それ以外の項目の対策 は各年齢階級

で 低 か っ た。 「角 で け が を し な い 対 策」 は ８

ヶ 月 ～ ユ 歳 児 で ２０拓未 満、 「ドア や 扉 に は さ

ま な い 対 策」 は ５０％未 満 で あ る が、 年 齢 階 級

が 上 が る と 上 昇 して い た。

「熱 傷」 の 安 全 対 策 に つ い て は、 ９０％以 上

が 行 っ て い た。 し か し 「ア イ 凹 ン な どの 製 品

に さ わ ら な い 対 策」 は ２ ヶ 月 ～ 王 歳 妃 で は

９０％以 土、 ２ ～ ３ 歳 児 で は 約 ８０％、 ４ ～ ６ 歳

妃 で は ７０％未 満 で あ り、 全 く 対 策 を して い な

い も の は４ ～ ６ 歳 児 で は ７％み ら れ た。 ま た、

２ ～ ３ 歳児 で 「コ ンセ ン トで い た ず ら しな い

対・策」 を し て い た の は ２１％の み で あ っ た。

「窒 息」 の 安全対策は、 いずれの項目も８０

～９０％で 行 わ れ て い た。 は だ れ かけ の 紐 が菅

に 締 ま らな い 対 策」 は、２ ～ ７ ヶ月 蝿 で は ９０％

近 かっ た が、 ８ ヶ月 ～ １ 歳 児 で は ７５％以 下 に

低 下 して い た。 ２ ～ ３ 歳 児 で は 「誤 飲」 に 対

して ８０％以 上 が 注 意 し て い た。

「溺 水」 の安 全対策 は、 ９５％以 上が対 策を

と っ て い た が、 「お 風 呂 の 残 り 湯 が あ る 時 の

対 策」 は ８ ヶ 月 ～ １ 歳 児 で は約 １０％、 ２ ～ ３

歳 児 で は 約 ３０％が 実 施 し て い た。

「交 通 安 全」 対 策 は、 チ ャイ ル ドシ ー トの

装 着 を い つ も して いる も の は、 ２ ～ ７ ヶ月 児

で は ７５％ 、 ８ ヶ 月 ～ ユ 歳 蝿 で は ８９％、 ２ ～ ３

歳 娼 で は ７６％、 ４ ～６ 歳 児 で は ６３鴇で あ っ た

が、
「あ ま り し て い な い」 を 含 め た ｒし て い

な い」 は ２ ～ ７ ヶ月 児 で は １５％ 、 ８ ヶ 月 ～

１ 歳 鬼 で は ２％、 ２ ～ ３ 歳 児 で は ５％、 逐 ～ ６

歳 児 で は １７鴇で あ っ た。 自 転 車 の 利 崩 者 は 少

な か っ た も の の、 「あ ま り し て い な い」 を 含

な 幼 児 用 ベ ル ト を 「し て い な い」 は ８ ヶ月 ～

１ 歳 児 で は 全 体の ７％、 ２ ～３ 歳 児 で は ユ３％ 、

４ ～ ６ 歳 児 で は ２蝋 であ っ た。 そ の 他 三 輸 車、

自 転 車 の 乗 り 方、 交 通 ル ー ル に つ い て は ９０％

以
．
ヒ が 教 え て い た。

その勉 ｒ基本的な安全対策一 では、 「子 ども

を 家 に 一 人で 置 い て 出 か け る」 こ と が 「時 々

ある」 が２ ～ ７ヶ月 児 と ４ ～６ 歳児 で はユＯ％い

た。 「車の 中 に …人 にする」 こ とが 「時々 あ る」

が ２～ ７ ゲ月 児と ４ ～６ 歳児 で は １０％、 ８ ヶ月

～ １歳 児 では １２、遂％、 ２ ～３ 歳 児で は １遂％であ

っ た。 「お もち ゃ や ベ ビー 用 品 の安 全 佳 の確 認

を して いる」 は ９０路であ っ た が、 年 齢 が高く な

る につ れ て 「い つ も してい る」 が 滅少 して、「あ

ま り して い な い」 が増 乏 る傾 向 に あっ た。 ｒ遊

ぶ 場所 の安 全 確 認」は９０％前 後 で行っ て い たが、

「いつ も して いる」 が２ ～３ 歳 児 では ５６％、 ４

～ ６歳 児 では ３９％と低 かっ た。

３） 事故経験と安 全対策

安全 対策 を 「いつ も している」 「時々 して

い る」 を併 せ た 「して い る 群」、ｒし て い ない一

「全然 していない」 を併 せた 「してい ない群」

の２ 群に分けて、 事故経験の有無との関連を

み る と 有 意 差 があ っ た項 目 は 以 下 で あ っ た。

安全対策を してい た事故 内容で、 撃故経験が

な か っ た の は ｒ転 倒 ・転 落」 の、 年 齢 階層 が

８ ヶ局 ～ １ 歳、 ４ ～ ６ 歳 の み で あ っ た （表３）。

一 ６ 一



表３． 安 全 対 策と事 故 経 験

安 全 滋 策

事 散 経験

転 鰯 転 落 はさ 脱 切った 窒 息 鰍 熟 傷 溺 氷 交 通 安 全 墓 本

２ケ ８ケ ２ ４ ８ケ ２ ４ ２ゲ ８ケ ２ ２ケ ８ケ ２ ４ ２ケ ８ケ ２ ４ ２ゲ ８ゲ ２ ４ ２ケ ８ケ ２ ４

月 月 畿 歳 月 歳 歳 月 月 畿 月 月 歳 歳 月 勇 歳 歳 月 簿 歳 歳 月 月 歳 歳

～ ～ ～ ～ ～ 主 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 三 ～ ～ ～ ～ ～ ； 三 ～ ～ ～ ～ ～ ～

７ケ １ ３ ６ １ ３ ６ ７ケ １ ３ フケ コ ３ ６ ７ケ １ ３ ６ フケ １ ３ ６ ７ケ １ ３ ６

湧 歳 歳 歳 歳 歳 歳 月 歳 歳 角 歳 歳 歳 月 畿 歳 歳 月 歳 歳 歳 月 歳 歳 歳

箏 敬 経議 転懐 転 落

事 数 経 験 は さん だ・切 っ た

事 敬 経験 窒 怠

事 敬 経験 誤 飲

事敬経験 熟像

事 数 経験 溺 水

蓼 裁 経験 交 通安 全

事 救 経験 すべ て

＃ ＃

＊ ＊ ＊

Ｉ ＊ ｉ ｉ

一 ’ ＊ ’

＊ ｐ〈０．０５

８ケ月～ ３歳の「転倒転落」及び２～３歳「は

さ ん だ ・ 切 っ た」 の 安 全 対 策 を して い た も の

は、 事故内容すべてを含めた事故経験 がない

も の が 有 意 に 多 か っ た。 一 方、 ８ ヶ 月 ～ １ 歳

「は さ ん だ ・ 切 っ た」、 ２ ～ ３ 歳 「窒 息」 の

事故経験があったものは、 基本的な 安全対策

を して い な い も の が有 意 に多 かっ た。 そ の 他

は安全対策と事故経験の 有意な関連 はなかっ

た 。

３． 住居形態状況と事故経験の有無 （表４）

住居形態、 居住環境と 子 どもの 事故経験は

有 意 な 関 連 は な か っ た。

４． 応 急 処 置 の 知 識

王） 養育者の応急処置の知識 （表５）

知識の正答率 が ９０％近 いものは 「気管内異

物」 「熱傷」であったが、「タバコの誤飲」 「算

出 血」 が ４５跳以 下 と 低 かっ た。 そ の 他 に 臼 常

的な 「高熱」 「出血」 は ５３拓の正答 率であ っ

た。 ま た、 「意 識 障 害」 雀７％、 「呼 吸 停 止」 「心

停止」 は ６０％前後な ど急 変時の対 応は低かっ

た。 「溺 れ て 心 臓 が 止 ま っ た と き」 は ６７％で

あ り、 日 常 で 経験 の 少な い 生 命 に 関 わ る と 思

わ れる ４ 項 目 で は ５０～６０％ で 正 答 率 で あ っ

た 。

２） 年齢階級別応急処置の知識

応急処 置は 世帯 ごとに調 査 した が、 どの

年齢階級の 子どもの いる 養育者が応急処置の

知 識 を 持 っ てい る か を明 ら か に する た め、 子

ども の 年 齢階 級別 に応 急手 当 の知 識 をみ た

（図２）。 「意識障害」 「呼吸停止」 「心停 止」

「溺水による心停止」 の 生命に関わる と思わ

れ る 遂 項 目 は、 子 ども の 年 齢 が 高 い と 正 答 率

は 高 く な っ た。 ま た どう し て よ い か わ か ら な

い は、 回 答 者 は 第一一子の 養 育 者 と は 限 ら な か

っ た が、 ２ ～ ７ヶ 月 児 の 養 育 者 が い ず れ も 多

か っ た。 「熱 傷」 「高 熱」 「出 血一 は、 年 齢 階

級 に よ る 正 答 率 の 差 は ほ と ん ど な かっ た。

「タ バ コ の 誤 飲」 「鼻 出 血」 は ２ ～ ７ ヶ 月、

２ ～ ３ 歳 児 の 養育 者 の 正 答 率 が 低 く、 さ ら に

２ ～ ７ ヶ 月 児 の 養 育 者 は どう して い い か わ か

ら な い が多 か っ た。 「気 管 内 異 物」 は ２ ～ ７

ヶ 月 児 の 養 育 者 で は、 正 答 率 が 最 も 高 か っ た

が、 ８ ケ 月 ～ 王 歳 児 の 養 育 者 は 低 かっ た。

５． 育 児 負 担 感

！） 育児負 掴感

家庭 での 養育状況や母親の育児負担感 につ

い て は、 母 親 が 主 な 養 育 者 で あ り、 母 親 が 記

入 した 回 答 の み を 集 計 した た め、 分 析 対 象 は

４！３ 名 であ っ た。 どの 年 齢 階 級 の 子 ども がい

る と 育 児 負 担 が 増 支 る か を 明 ら か にす る ため、

子 どもの年 齢階級で育児負担感をみると、 図

３ の 通 り で あ っ た。

２） 事 故経験の有無と母親の育児負 担感

育 児 に対 し て 肯 定 的 と 考 完 ら れる 質 問 で は、

「はい」 と 「時 々一 を 併 造 て 王 群 に して、 「い

い え」 との２群問で比較 した。 負担感 がある

と考 完られる質問は 「いい え」 と 「時々」 を

併 せ て ユ 群 に し て、 「は い」 と の ２ 群 間 で 比
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年齢階層

全 体

事 散経 験あり
全 体

事 故 緩 験 なし

無回 答

全 体

事 故経 験あり
平 屋 の 一 戸 建 て

事 故経 験なし

無回 答

全 体

住

居 二 階建て 以上 の
事 故経 験あり

彩 ’ 戸 建 て
箏 散 経 験 なし

無回 答

金 体

事 故経 験あり
集合住 宅

事 敬経 験なし

無回 答

佳 宅地

工 業地

居

住
商 業地

環

境

農 業地

その 他

全 体

事 故経 雛あり

箏 敬経 験なし

無回 答

全 体

箏 敬経 験あり

事 散 経 験 なし

無回 答

全 体

事 敬経 験 あり

事 敬 経験 なし

無 回答

全 体

事 敬 経験 あり

箏 故 経験 なし

無 回答

全 体

事 故 経験 あり

事 故 経 験 なし

無 圓答

表４．住 居形態と事散 経験

２ ～７ケ 月

人 数

４フ

４

３８

５

８ケ 月 ～１歳

泌 入 数 ％

１２９

８
．
５ ３４ ２６

，
４

８０
．
９ ８１ ６２

，
８

ヨ０
．６ １逐 １０

，９

；４
，
３ ３０

，
８

８５
．
フ ５３

．
８

０
，０ １５，

４

４
，
０ ２ ７

－
８

……０．◎ ６４，４

１６
．
Ｃ ７

，
８

１３．３ ２一．７

８０，０ ５６，５

６
，
７ ２ １

．
７

ｏ，０

９０
，
５

９
．
５

２７，
７

６１，５

１０
．
８

０
．
Ｏ Ｏ

．
０

１００
．
０ １００．０

０
、
◎ Ｏ．Ｏ

０
，
０ １６．７

…ＯＯ
．
０ ８３．３

０，Ｏ
〇
一
〇

１９
．
０ ２｛．７

６６，
７ ６３

，
０

１４，３ １５
，
２

０，０
４２

．
９

１００，０ ５７．
茱

Ｏ
．
０ ０

－
Ｏ

２ ～３歳 ４ ～６ 歳

人 数

２０８

９１

８８

２９

４３
，
８

４２
－
３

三３．９

人 数 ％

２７１

１２フ ４６
．
９

１２５ ４６
．
１

１９ ７
．ｏ

５０
，
０ ６３

，
６

３２
，
４ ３０

，
３

１フ
．
６ ６

．ヨ

３９
，
２ ４３，８

５０
，
０ ４９

，
８

１０，８ ６．５

５０
－
０ ４８

，
３

３０，０ ３７，９

２０，０ １３．８

４９
，
５ ４９

，
２

４０
，５

４３
．
１

９
．
９ フ．

７

５０，
Ｏ Ｃ

．
Ｏ

Ｏ．０
５０

，
０

５０，０
５０

．
０

６０
，
０ ４４，

４

２０
，
０ ５５，６

２０．０
０
．
Ｏ

３６
，
７ ４５．９

逐６，８
４９，５

１６．５
４
．
５

２５，０
３０

，
０

５０，０
４０

，
０

２５
，
０ ３０

．
Ｏ
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表５． 応 急 手 当 の 知 識

○ は 正 答

気 管 内 異 物 （Ｎ＝４６１）

○ 頭を 下に 向 げ、 抱き か かえ 背 申を 数 回たた＜

胸を 数回 た たく

水をたくさん 飲 ませ る

その 他 の 方 法

どうしてよい が わ からない

た ば こ の 誤 飲 （洲＝４６０）

○ 少 量 の 水 や 牛 乳 を飲ま せ て吐 かせ る

水 や 牛 乳 を大 量 に 飲ま せる

胃 薬を 飲ま せる

その 他 の 方 法

どうし て よ い か わ か ら なも、

鼻出 施 （陣４５８）

○ 椅 子 などに 座らせ、頭 を高＜じて 鼻をじっかり押さえ 圧 迫 する

仰 向 けに 寝 か せ て 鼻を圧 迫ず る

頭を 後ろに 反らせ 首 の 後 ろをた たく

その 他 の 方法

どうしてよい か わ からない

熱 傷 （Ｎ＝４６Ｃ）

○ 水で 冷 や して 清潔 な ガー ゼをあ てる

チン ク 油、 ア ロ エ な ど を ぬ る

水クｓミくれ が で き た ら つ ぶ す

その 他 の 方 法

どうしてよい か わ からない

多き 秦婁 （Ｎ＝４６０）

○ 頭 や 脇 の 下、股 の 付 け根を 冷 やす

頭を 冷 や す

布 団をたくさん 織 け 厚 着をさせ る

その 他 の 方 法

どうしてよい か わ がらない

出 血 （Ｎ二４５フ）

○ 清 潔 なガー ゼ などで 傷 口を 閉じる

傷 臼を 心 臓より高くする

ひもな どで心 臓 に 近 い 部 分を強くしばる

その 他 の 方 法

どうし て よむ、か わ か ら な い

意 識 障 害 （Ｎ：４５３）

○ 頚を 後ろに 反らせ あ ごを持ち 上 げる

頭 の 羽 こ枕を 置い て寝 か せ る

頭を 前 に曲 げる

その 他 の 方 法

どうしてよい か わ か らない

溺 水 （Ｎ＝４６０）

○ す ぐ に 人 エロ乎 吸、 心 臓 マッ サ ー ジ（心 肺 蘇 生）を 行う

水を 吐 か せる

安 謝 こさせて 救 急 車 を呼、ｓミ

その 他 の 方 法

どうしてよい か わ か らない

口乎蔓及｛亭五ヒ （Ｎ＝４５９）

○ 頭を 後ろに 反らせ て 口と口をつ けて 息を 吹き 込 む

なるべく早く救 急 車 に 来てもらう

絢を 平 手 で押さえたり離したりする 人 工 呼 吸を 行う

その 他 の 方 法

どうし て 城 、か わ か ら なし、

心 停 止 （Ｎ＝４５９）

○ 胸 の 申 央 部 に 平 手 を置 いて規 則 正しく圧 追す る

なる べく皐く救 急 車 に 来てもらう

胸を 伺 度もたたく

その 他 の 方法

どうしてよい か わ からない

人

４１４

２５

５

司２

５

％ 蜜 中９フの 正 答 翠（号１）

９０ ９２
．
５

５．４

１
．
オ

２
，
６

１．
１

２００ ４３ ５８
．
５

１５３ ３３

１ ０．２

５３ １２

５３ １２

２０４ ４４，２ ４６
．９

ヨ５ξ ３３
．
３

６０ １３
．
０

２５ ５
．
ξ

１５ ３
．
２

逐０６ ８フ
、
９ ９１

．
５

泌 ３
，
０

２ ０
．
４

３７ ８
，
０

１ ０
．
２

２４５ ５３
，
０ ５０

．
三

１８奪 ３９，８

４ ０
．
９

２７ ５
．
８

－ Ｏ
．
２

２４８ ５３
，
７ ４フ

．
２

１３８ ２９．
９

尊９ １０
．
６

１８ ３
．
９

牽 ｏ
．
９

２１７ ４フ
．
Ｏ 逐６

．
５

５２ １司
、
３

１０ ２
．
２

４１ ８
．
９

１３３ ２８，８

３０９ ６６，
９ ７５

．
１

９０ １９
．
５

２９ ６，３

９ １．９

２３ ５
．
Ｏ

２６７ ５７，８ ５８
．７

８７ １８
，
８

７４ ヨ６
．
０

１３ ２
．
８

１８ ３
．
９

３０２ ６５
．
毫 ６７

．
５

ヨ０８ ２３
．
逐

ヨ５ ３，２

８ １
．
７

２６ ５
，
６
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金体

籔～フケ月

防周剣 歳

嚢 刈 歳

琢～６歳

刻

浦
■ １

＿止，一＿＿＿＿＿＿ 山 ＿二上，、＿＿ ＿ ＿ ＿＿ 仙 … ＿ … Ｊ

⑪鵜 婁⑪鶏 ４◎鶏 餐⑪鶏 簿⑪泌 毛◎⑪鶏

省 子さん淋気管やのどに豆やボタンなどの異物を
つ が 完 た とき

、 最 初 に 行 うこと は ？

騒 頭を 下に 向 け
、

抱き かか 完

背申を数回たた《

８ 胸を 数国 たた《

竃 水を走《さん 飲ま せる

８ その 他 の 方 法

８ εうしてぷい かわ からな い

金体

憲～フケ周

繊偽 笈⑱鶏 終⑪鴻 ６⑪総 餐⑪総 事⑪⑪総

囲 清 潔 なガ ーゼ などで傷 臼 を閉

じる

国 傷 口 を心 臓まり高《する

竃 ひもなどで 心 臓 に近 い 部分 を

強くしぽる

８ そ の 他 の方 渚

８ どうしてよい か わ からない

鳴 子さん淋け郷で曲血したと書、最 棚こ行うことは？

金体 韓 韓韓韓岬 珊 π■亡

蝪
、 ｒ 二

㌻１：；㍗し 中

腺 臓 蹄 帯噌呼サ㍗１・卒・二只

黛～§歳 鐘鐘義鐘臨睡毒症；１；二讐讐・軸 二口口

納歳 覇覇覇覇寵１露 担サ冴 ，口

⑪鴨 皇◎泌 ４０鴨 蟻ｏ総 蟹ｏ茄 １◎◎飴

簸 少 量 の 氷 や牛 乳を 飲宗 せ

て蛙 か せる

㌃ 水 や 牛 乳を大 量 に飲 ませ

る

竃 胃 薬を 飲ま せる

８ その 他 の 方 法

８ どうしてぷい かわ か らな い

・お子さんがタバコを飲み込んだとき勅最初に行う

こと は ？

金燃

藪 ～ フ 箏 周

紛周～ 臓

愛～３歳

硲～６歳

叩……
嘩〆乍≒≒

脇 望脇 劣脇

、
津 一 一

６⑪聡 蟹⑪鶏 毛⑭ｏ泌

鰭 頭を後 ろに 反らせ あごを

持ち上げる

８ 頭の 下 に 枕を 置い て寝 か

せる

竃 頭を前 に 曲１ずる

８ そ の 他 の 方法

■ どうしてよ いか わ からない

１お子さんに意識がなく痛みや呼びかけに反応しない

とき
、 最 初 に 行うこと は ？

嚢体 韓 鱒 瞭 漏凍荘自〕

愛一棚
、

１ ㍗㍗宰辛一

㌃簑細紬．、、簑葛
蛸 鐘鐘繭臨鯨 慨㌻劃

⑩偽 凄◎総 硲ｏ鴻 ６０総 ③⑪鶏 ｛⑪◎鵬

籔 椅 争 などに座 らせ塒頭 を萬靖し

て鼻をしっ秘り揮さ完圧適する

螢 禰 向 けに 寝 か せて 鼻を圧 遺 す

る

竃 頭 を綬ろ に反らせ 首 の 後ろを

ただ《

１山コ
そ の他 の 方 法

■ どうしてぷい か わか らな い

鳴 亭さんが鼻蛆を出したと書、最初に行うことは？

嚢簿

慧輔 扮 罵

紛燭榊椴

黛榊 瞭

遜 ～餐 歳

⑩繁 ２０％ 惑③跳

ｖ…写 向
１ ヨ

耳嘩幸羊
岬傘牟

畑
≡ ：

蟻⑬鶏 ９◎筑 毛⑩⑬泌

騒 すぐに 人 工 呼 吸も心 臓マッ

サージ（心肺蘇生）を行う

８ 水を 吐 かせ る

竃 安 静 にさせ て救 急箪 を呼一§ミ
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較 し た。 そ の 結 果 は 表 ６ の 通 り で あ り、 「家 の 子 ども は 事 故 経 験 があ る 者 が 多 か っ た。 こ

族 は子育てに協力 してくれる」 と感 じている れは、 全対象と２ ～３ 歳児 の養 育者では有意

母 親 の 子 ども は 事故 経験 が ない 者 が多く、 差がみられた。

「子 どもを煩わ しいと思うこと がある」 母親

表６．
事 敏 経 験 と 育 児 負 担 感

育児 負担感 ２～７ケ月

事 散 経 験の 有無

８ケ濱 川、饒 ２～３歳 ４山６歳 全イ本

家 族 は 子 蓑 て に 協 力してくれ る

子 育 ての 方 針 淋 家 族 と合う

子ど毛と一 緒 に いるとき１：心 が なご む

子ど毛のことでどうしたらよい か わ からな いときが ある

子ども の 遺 話 を やきす ぎる

子どもを わ ずら わしいと思うことが ある

子ど毛 のことで＜たくた１こ疲 扱る

自 分 の やり た い こと が で きなくて、 焦 りを 感じる

手どもの 世 話が 十 分できな いと慧うことがある

＊ ＊

§ ＊

＊ Ｐ＜０
．
０５

§ Ｐ＜０
，
１

表フ． 安 全 斌 策 と 脅 蝿 隻 担 感

安全対策

育 児負撞 感

転 倒 転 落 はさんだ伽 た 窒息 鰍 勲 傷 溺 水 交 通 安 全 基 本

２ケ ８ケ ２ ４ ８ケ ２ ４ ２ケ ８ケ ２ ２ケ ８ケ ２ み ２ケ ８ケ ２ ４ ２ケ ８ケ ２ ４ ２ケ ８ケ ２ ４

馬 周 歳 歳 月 歳 歳 月 月 歳 月 月 歳 歳 月 月 歳 歳 渇 月 歳 歳 月 月 歳 歳

｛ … ～ ｛ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ｛ ～ ～ ～ ～ ～ 主 ～ ～ ～ 三

７ケ １ ３ ６ １ ３ ６ ７ケ １ ３ ７ケ ｛ ３ ６ ７ケ １ ３ ６ フケ １ ３ ６ ７ケ ｛ ３ ６

月 歳 歳 歳 歳 歳 歳 月 歳 歳 月 歳 歳 歳 月 歳 歳 歳 月 歳 歳 歳 月 歳 歳 歳

家 族 は 子 育 てに 協 力 して＜れ る

予 育 て の 方 針 が蒙 族と 合う ＊

子ど毛と一 絡１二二い ると劃 二心 がな ご む

亭 どもの ことでどうしたらよい かわ からないときがあ る

子ど毛の 遺話 を やき すぎ る

子どもをわ ず らわ α、と患うこと が ある

子どもの ことでくたくた１二疲 れる

自 分 の や りた いこと が でき なくて、
焦 りを 感 じる

子 どもの世言舌が 十分 できないと思うことが ある

§ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

３） 安全対策と母親の育児負担感

事故内容で分類 した安全対策と、 ２群に分

けた育児負 担感で関連を昆た （表７）。

「育児方針が家族とあう」 ２～７ ヶ月 の母親

は、 「転倒 転落」「熱傷」 の安全対 策をとっ て

い る 者 が 多 か っ た。 「子 ども と一一緒 に い る と

心 が な ごむ」 母 親 は、 ２ ～ ３ 歳で は 「は さ ん

だ・ 切っ た」 「熱傷」 ｒ一人 で留 守 番さ せ な

い」 「車 に一］人 で お か な い」 の 安 全 対 策 を と

っ て い る 者 が 有 意 に 多 く、逐 ～ ６ 歳 児 で は「転

倒 転落」 ｒ一人で留 守番させない」 「車に一人

でおかない」 の安 全対策をとっている者が有

意 に 多 か っ た。 ｒ子 ども の 世 話 を や き す ぎ

る」 ２ ～ ３ 歳 の 母 親 は、 「誤 飲」 の 安 全 対 策

を と っ て い る 者 が 多 か っ た。 一一 方、
「子 ど も

のことで どう した らいいかわからないときが

あ る」 ４ ～ ６ 歳 児 の 母 親 は、 ギは さ ん だ ・ 切

った」 「交通 安全」 対策を とって いない 者が

有 意 に 多 か っ た。 ｒ子 ど も を 煩 わ し い と 思

う」 母 親 は、 ２ ～ ７ ヶ月 児、 ２ ～ ６ 歳 児 で は

交 通 安 全対 策、 ２ ～ ６ 歳 児 を 「車 に 一 人 で お

か な い」 の 安 全対 策、 ４ ～ ６ 歳 児 で は ｒは さ
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んだ・切っ た」 「遊ぶ場所の確認の安 全対策」

を と っ て い な い 者 が 有 意 に 多 か っ た。 「子 ど

も の こ と で く たく た に 疲 れ る」 母 親 は ２ ～ ７

ヶ月 児で は窒 息及 び４ ～６歳児では交通安全

対 策 を と っ て い る 者 が多 かっ た が、 ８ ヶ月 ～

王歳児では転倒転落対 策はとっ ていない者が

有 意 に 多 か っ た。 「自 分 の こ と が で き な く て

焦 り を 感 じる」 母 親 は、 ８ ヶ月 ～１ 歳 児 の 転

倒 転落、 ４～６歳児の 交通安 全対 策をとって

い な い 者 が 有 意 に 多 か っ た。

Ｖ
．

考 察

１． 乳幼児の事故経験の件数及 び内容

本研究では、 事故を 「医者の手当 を受けた

り、 病 院 に は か か ら な か っ た が 大 き な け が や

事 故」 と して、 期 間 を 限 定 せ ず に 調 査 し た。

そ の た め、 子 ども の 年 齢 が 大 き く な っ た ほう

が、 経 験 した 事 故 の 件 数 は 多 く な っ た。 事故

内 容 で は 転 落 ・ 転 倒
、

は さ ん だ ・ 切 っ た
、 熱

傷、 誤 飲 の順 で多 か っ た。

保健所台 帳をもとに６ヶ月 から５歳ま での

子 ども を 対 象 と し て、 １ 週 間 に 限 定 して 発 生

し た 事 故 を 調 査 した 結 果 η で は、 事 故 多 発

年 鶴 は ！ ～２ 歳 であ り、 外 傷、 打 撲 が 多 か っ

た。 同様 に和歌山 県内の乳幼児検診受診妃の

調 査 で は１２～１７ ヶ月 に 事 故 の ピ ー ク が あ り、

外 傷 が 多 かっ た 別。 ま た 静岡 県 の モ デ ル 地 区

で 行 わ れた 調 査 で は、 １歳 ６ ヶ 月 で 事 故 が 多

く、 事 故 内 容 は転 倒 転 落 が多 発 して い た ・。

本調査もこれらの結果と 同様の 事故内容が多

発 して い た。 頻 発 する 年 齢 に つ い て は、 今後、

事故状況に関する詳細な記述回答の 内容分析

を 行 い、 事 故 を 起 こ した 場 所、 原 因、 対 応 に

つ い て も 明 ら か に す る 必 要 が あ る。 し か し、

本調 査は養育者の認知 した大きなけ がや 事故

で あ り、 事 故 実 態 を そ の ま ま 反 映 して い る も

の で は ない と いう 限 界 が ある。

事 故経験 の有無は、 佳居形態や居佳 環境と

は関連 がなく、 ま た安全対策との関連も事故

内 容 別 に検 討 し て も ほ と ん ど見 ら れ ず、 む し

ろ母親の育児負担感との有意な 関連 があっ た。

２． 家 庭 で 行 わ れ て い る 安 全 対 策

安 全 対 策 は、お お む ね 実 施 さ れ て い た が「は

さ ん だ ・ 切 っ た」 は や や 猛 かっ た。 ２ ～３ 歳

児 に 「コ ン セ ント で い た ず ら しな い 対 策」 が

低 かっ たのは、 この年齢よりも低い年 齢階級

で 行 っ て いる 可 能 性 も 考 え ら れ た。 ま た、「チ

ャ イ ル ドシ ー ト の 装 着」 は、 あ ま り し てい な

い も 含 め る と、 乳 児 前 期 と 幼 児 後期 で は ２０％

近く が装着 を習慣 化していない傾 向にあった。

次 に、 事 故 内 容 の う ち 「転 倒 ・転 落」 以 外、

安全対策 が行われている 内容は事故経験 がな

い と い う 結 果 は得 ら れ な か っ た。 こ れ は、 事

故経験があっ たた め、 安全対策をとった養育

者もいること が予測 され、 固答した安全対策

を 事 故 経 験 の 鮒と 限 定 し な かっ た こ と が、 安

全対策と事故の経験の 有意な関連がみられな

か っ た 原 因 と も 考 支 ら れる。

安全対策も育児負担感と の関連 があり、 育

児負 担 を 感 じて い る 昼 親 は、 世 話 を や き す ぎ

る、 く た く た に 疲 れる を 除い て、 安 全 対 策 を

と っ て い な い 者 が 多 か っ た。 一一一方
、 子 ど も と

一 緒 に い る と 心 が な ご む、 ま た 家 族 が 子 育 て

に協カ してくれるな ど、 子 どもや育 児を肯定

的 に 捉 え て い る 母 親 は 安 全 対 策 を と っ て いる

も の が 多 か っ た。

３． 応 急 処 置 の知 識

養 育 者 の 応 急 手 当 の 正 答 率 は、 首 都 圏、 地

方都市等４ 市８地域 ２４７７ 名のＯ歳 から６ 歳

の 子 ども を 持 つ 親 を 対 象 に 実 施 し た 調 査 １１Ｈ

と 比 較 す る と平 均 的 で あ っ た が、 生 命 に関 わ

る心肺 蘇生 法の 普及は低かった。 本対象の結

果 で 他 の 地 域 と 比 べ て 狂 答 率 が 低 か っ た の は、

「タ バ コ を 誤 飲」 「溺 水」 で あ っ た。 ま た、

同 調 査 の 正 答 率 で、 地 域 差 が １０％以．ヒあ り、

啓蒙教育の機会に差 がある と考えられる 「鼻

血」「発熱」 咄 血」ｒ意識障害」「呼吸停止」

「心停止」 の項目のうち 「鼻血」 のみ本対象

で は 正 答 率 が 平均 よ り 低 か っ た。

応 急 処 置 は、 養 育 者や 母 親 によ る 世 帯 ごと

の 回 答 で あ る が、 子 ども の 出 生 順 位 に 関 連 が

な い こ と１葦ｊから 年 齢 階級 別 に検 討 し た。 年 齢

が上 がる に つ れ て 正 答 率 が 高 く な っ てい た が、

「高 熱」 は４～６ 歳では正答率が下 がり、 子

ども が高熱 を出す 機会が減っていることも
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影響 してい るこ と が考 えら れた。 「鼻血」 「誤

飲」 の正答率は ８ ヶ月～１ 歳 で正答率が高く、

この年齢では起こりやすいと養 育者が考完、 知

識 を 持 っ て い る こ とも 考 え ら れ た。 応 急 処 置 に

関 して は子 どもの出生直後 から の教育の必要性

が 指 摘 さ れて い る が］２〕、 本 調 査 で も２ ～ ７ ヶ月

児を持つ養育者の 応急処置 に関 する知識の普及

は低く、 今後積極 的な教育活動 を行い普及に努

め、 万一 に備 えて 事故発生 時の 早期の応急手当

に つ な げて い く 必 要 が示 唆さ れ た。

４． 事故経験や安 全対策 に関連する要因

乳幼 児の 事故発 生の潜在 要因と して、 乳幼児

自 身 の 身 体、 知 的、 精神 的 条件、 服 装、 環 境 が

影響 して危険な行 動をとり、 事故発生につなが

る と い う モ デル を して い る （須 長 ・ 斉 藤）。 さ

ら に こ の モ デ ル を も と に 高 野 １＝≡コは
、

乳 幼 児 臼 身

の条 件よりむしろ 環境条件であ る養育蕎の要因

が 関 与 して お り、 親 の 性 格、 子 ども 観 や 子 ども

の生活の仕方、 育 児態度を養育 者側の要因と し

てあ げ て いる。 今 回 の 結 果 か ら、 母 親 の 育 児 態

度に関連する育児負担感が子 どもの事故経験と、

安 全 対 策 に 関 連 が あ る こ と が 明 ら か にな っ た。

事故は５～６割が予防可能であり、 予 防教育 の

必 要 性 が 言 わ れ て い る 川が、 育 児 負 担 にも 目 を

向けた事故予防対策 が必要であること が考えら

れ る 。

Ｖｌ． 結 論

本 調 査 に よ り、大 東 町内 の 乳 幼 児 の 事 故 経 験、

家庭で行っている安全対策、 応急処置 の知 識の

普及の程度 が明ら かになった。 乳幼児 の事故経

験の有無と事故の安全対策は、 母 親の育 児負 担

感と関連があり、 育児負担感の軽 減が事故予 防

となる安全対策の 向
．
上及 び事故 経験の 減少につ

な が る 事 が示 唆 さ れ た。 ま た、 応 急 処 置 は 乳 児

前期の子 どもを持つ養育者の正 答率が低く、 普

及の必 要性 が認め られた。 本調査 は回収率が低

か っ た た め、 大 東 町 全 体 に一一般 化 する こ と に は

限 界 があ る。
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